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作成年月日 令和 ２ 年７月 １３日 

作成部局課室名 教育委員会事務局文化財課 

 

県立考古博物館 企画展「金銀銅の考古学」 

貴金属である金銀銅は、洋の東西を問わず、古今を通じて人々に珍重されてきました。日

本においても弥生時代以降、金銀銅を使って様々なものを作り出してきました。青銅で作ら

れた銅鐸、金や銀で飾られた耳飾り、大量に埋められた銅銭などの出土品と、素材となる金

属を採掘した鉱山遺跡の発掘調査の成果などから、金銀銅利用の歴史をたどります。 

 
１ 会  期 令和２年７月 23日（木・祝）～８月 30 日（日） 

２ 展覧会名 企画展「金銀銅の考古学」 

３ 会  場 兵庫県立考古博物館特別展示室 （兵庫県加古郡播磨町大中 1-1-1） 

４ 主  催 兵庫県立考古博物館  

５ 後  援 兵庫県 兵庫県教育委員会 

６ 観覧時間 ９:30～18:00（入場は 17:30 まで） 

７ 休 館 日 月曜日（祝日の場合は翌平日） 
８ 観 覧 料 大人 200 円(150 円)、大学生 150 円(100 円)、高校生以下無料  

       （ ）は 20名以上の団体料金、 ※70 歳以上の方は大人料金の半額  

※障害者手帳提示で本人は 75%減免、介助者１名は無料 

９ 展覧会の内容 

① 金銀銅がやってきた 
弥生時代に大陸から青銅器が日本に伝わり、古墳時代の中頃からは装身具などを金銀で
飾るようになりました。弥生時代の祭りの道具である銅鐸や金や銀で飾られた耳飾りな
どから初期の貴金属の利用について紹介します。 

    

② 銭の時代の古代・中世 

7 世紀以降に作られた貨幣や 12 世紀以降に流入した渡来銭の出土から、国内の経済の

発展を知ることができます。また、その経済の発展により普及した工芸品を経塚に埋納

された経筒や和鏡、城跡から出土した武具の飾りなどから見ることができます。 

  

③ 兵庫の鉱山遺跡 

兵庫県内には、歴史上有名な多田銀銅山（猪名川町・川西市）や生野銀山（朝来市）な

ど銀や銅を産出した鉱山が多数あります。 

多田銀銅山の一部である猪
い

渕
ぶち

谷
だに

坑道群
こうどうぐん

や生野銀山に関連する生野代官所跡関連遺跡な

どの調査成果から中世以降の金属生産の歴史を紹介します。 

  

《展示のみどころ》 

 おすすめの展示品 

◎ 金
こん

銅製
どうせい

経
きょう

筒
づつ

 勝
かつ

雄
お

経塚
きょうづか

（神戸市北区）出土 県指定文化財 当館蔵  

法華経を納めて、地中に埋められた筒形の容器です。経筒は青

銅に鍍金（金メッキ）されたもので蓋表面には蓮華唐草文が浮き

彫りされています。外面には納経者の名前「播州住良円」や年号

「享
きょう

禄
ろく

三年」（1530）などが刻まれ、中には法華経８巻がきわめて

保存の良い状態で残っていました。 
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◎ 和同銀銭 九蔵
ぐ ぞ う

遺跡
い せ き

（南あわじ市）出土 当館蔵                       

和同開珎
わ ど う か い ち ん

は和銅元年（708 年）に鋳造が開始された貨幣で

す。銀銭と銅銭の２種類があり、銅銭は古代の日本において

最も多く発行された貨幣ですが、銀銭は発見例が少なく、県

内では２例しかありません。 
 

 

 

◎ 戊辰
ぼ し ん

年
ねん

銘
めい

鉄
てつ

刀
とう

 箕谷２号墳（養父市）の横穴式石室から出土 

重要文化財 文化庁蔵（当館保管）             

 刀身に「戊辰年五月□」の紀年銘をもつ鉄製の刀です。紀年銘は

刀身に文字を彫り、そこに銅をはめ込む銅
どう

象嵌
ぞうがん

の技法により入れら

れています。戊辰年の暦年については西暦 608 年と西暦 668 年の二

説があります。 

 

 

《関連イベント》 

◆講演会 （参加費：無料） 

時間：13:30～15:00 場所：兵庫県立考古博物館講堂 定員：60人 事前予約が必要 
           
8 月 8日 (土) 「金銀銅の考古学を楽しむ」 

池田 征弘（当館学芸員） 
 
 問い合わせ先                                

兵庫県立考古博物館  
〒675-0142 加古郡播磨町大中 1-1-1 【HP】 http://www.hyogo-koukohaku.jp/ 

 
【内容に関すること】 
担当学芸員 池田 征弘 E-mail：Masahiro_Ikeda@pref.hyogo.lg.jp 
TEL 079－437－5562（学芸課直通） 

【取材・写真提供に関すること】 
企画広報課 小谷 悦子 E-mail：Etsuko_Kotani01@pref.hyogo.lg.jp 
TEL 079－437－5589（代表） FAX 079－437－5599 






